
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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裁
量
労
働
制
の
拡
大
を

認
め
は
し
な
い
！

一
月
四
日
の
年
頭
記
者
会
見
で
安

倍
首
相
は
「
今
月
招
集
す
る
通
常

国
会
は
働
き
方
改
革
国
会
だ
」
と

大
見
得
を
切
っ
た
。
そ
の
働
き
方

改
革
関
連
法
案
の
目
玉
の
一
つ
が

裁
量
労
働
制
の
拡
大
で
あ
る
。

安
倍
首
相
は
予
算
委
員
会
で
「
一

般
の
労
働
者
に
比
べ
て
裁
量
労
働

制
の
労
働
者
の
ほ
う
が
、
平
均
的

に
は
労
働
時
間
が
短
い
」
と
述

べ
、
裁
量
労
働
制
が
労
働
者
に
と

っ
て
い
か
に
も
よ
い
も
の
で
あ
る

か
の
よ
う
な
印
象
操
作
を
行
な
お

う
と
し
た
。
し
か
し
、
研
究
者
や

野
党
の
追
及
の
結
果
、
本
来
比
較

す
べ
き
で
な
い
デ
ー
タ
を
用
い
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
、
安
倍
首
相

は
前
記
答
弁
の
撤
回
に
追
い
込
ま

れ
た
。

裁
量
労
働
制
は
も
と
も
と
、「
業

務
の
性
質
上
そ
の
業
務
の
具
体
的

な
遂
行
に
つ
い
て
労
働
者
の
裁
量

に
委
ね
る
必
要
が
あ
り
、
使
用
者

の
具
体
的
な
指
揮
監
督
に
な
じ
ま

ず
、
通
常
の
方
法
に
よ
る
労
働
時

間
の
算
定
が
適
切
で
な
い
業
務
」、

た
と
え
ば
新
聞
記
者
や
デ
ザ
イ
ナ

ー
な
ど
特
定
の
専
門
業
務
に
限
定

し
て
一
九
八
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
み
な
し
労
働
時
間
制
だ
。
し
か

し
独
占
は
、
ま
ず
裁
量
労
働
制
の

範
囲
を
拡
大
し
、
い
ず
れ
は
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
大
部
分
を
労
働
時

間
規
制
の
適
用
除
外
（
エ
グ
ゼ
ン

プ
シ
ョ
ン
）
す
べ
き
と
の
方
針
を

一
貫
し
て
と
っ
て
き
た
（
た
と
え

ば
日
経
連
「
裁
量
労
働
制
の
見
直

し
に
つ
い
て
」
一
九
九
四
年
、

「
新
時
代
の
『
日
本
的
経
営
』」
一

九
九
五
年
）。

一
九
九
八
年
労
基
法
改
悪
に
よ
る

企
画
業
務
型
へ
の
拡
大
、
小
泉
内

閣
で
の
二
〇
〇
三
年
改
悪
（
手
続

簡
素
化
等
）、
そ
し
て
二
〇
〇
七

年
の
第
一
次
安
倍
内
閣
に
お
け
る

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ

ョ
ン
導
入
策
動
は
、
こ
う
し
た
独

占
の
意
向
に
忠
実
に
従
っ
た
も
の

だ
っ
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法
案
は
、
労
働

時
間
の
絶
対
的
上
限
規
制
の
導
入

と
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
＝
エ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
創
設
と
企
画
型

裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
を
今
度

こ
そ
強
行
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
裁
量
労
働
制
の
拡

大
を
断
じ
て
認
め
な
い
。

損
保
ジ
ャ
パ
ン
や
野
村
不
動
産
な

ど
、
現
行
法
で
は
対
象
外
に
も
か

か
わ
ら
ず
裁
量
労
働
制
を
違
法
に

適
用
す
る
企
業
が
あ
と
を
絶
た
な

い
。
労
働
者
本
人
に
裁
量
権
な
ど

与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
み
な
し

労
働
時
間
制
を
悪
用
し
て
長
時

間
・
不
払
い
労
働
を
強
制
し
ボ
ロ

儲
け
し
た
い
だ
け
だ
。
こ
の
社
会

で
「
多
様
な
働
き
方
」
を
自
由
に

選
択
で
き
る
の
は
、
労
働
者
で
は

な
い
。
資
本
の
側
な
の
だ
。

同
一
労
働
格
差
賃
金
の

固
定
化

働
き
方
改
革
関
連
法
案
は
、
労
働

基
準
法
の
ほ
か
、
労
働
契
約
法
、

パ
ー
ト
労
働
法
、
雇
用
対
策
法
な

ど
八
つ
の
法
律
を
一
括
し
た
改
正

法
案
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
平

和
安
全
法
制
整
備
法
（
戦
争
法
）

が
自
衛
隊
法
な
ど
一
〇
の
法
律
の

一
括
改
正
法
案
だ
っ
た
の
と
同
じ

手
口
だ
。
労
基
法
以
外
の
法
律
で

も
悪
質
な
改
悪
が
狙
わ
れ
て
い

る
。

安
倍
首
相
は
施
政
方
針
演
説
で

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
実
現

し
「
非
正
規
」
と
い
う
言
葉
を
一

掃
す
る
と
述
べ
た
が
、
格
差
是
正

の
た
め
の
（
は
ず
の
）
労
働
契
約

法
、
パ
ー
ト
労
働
法
、
労
働
者
派

遣
法
改
正
案
に
は
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
の
表
現
は
見
あ
た
ら
な

い
。
二
〇
一
六
年
十
二
月
に
公
表

さ
れ
た
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

案
を
見
て
も
、
待
遇
の
違
い
が
合

理
的
か
否
か
の
考
慮
要
素
は
、
現

状
を
容
認
す
る
色
合
い
が
強
い
。

立
証
責
任
が
企
業
側
に
課
さ
れ
て

い
な
い
以
上
、
真
の
格
差
是
正
に

結
び
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
む
し
ろ
格
差
の
固
定
化
、
法

認
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
も
の

だ
。労

働
政
策
の
変
質
を
許

さ
な
い

雇
用
対
策
法
は
「
労
働
施
策
の
総

合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇

用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
」
と
い
う
長
い

名
前
の
法
律
に
変
わ
る
が
、
変
わ

る
の
は
名
前
だ
け
で
は
な
い
。
労

働
政
策
審
議
会
で
の
労
働
側
委
員

の
反
対
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

法
の
目
的
に
は
「
労
働
生
産
性
の

向
上
」
と
明
記
さ
れ
、
国
の
施
策

と
し
て
「
多
様
な
就
業
形
態
の
普

及
」
も
掲
げ
ら
れ
た
。

「
雇
用
形
態
又
は
就
業
形
態
の
異

な
る
労
働
者
」
と
い
う
文
言
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
雇
用
対
策
、

職
業
安
定
は
後
景
に
退
き
、
生
産

性
向
上
＝
資
本
蓄
積
に
従
属
す
る

労
働
施
策
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ

た
。

さ
ら
に
、
雇
用
関
係
に
よ
ら
な
い

働
き
方
を
「
普
及
」
す
る
と
い

う
。
二
〇
一
六
年
八
月
の
厚
労
省

有
識
者
報
告
『
働
き
方
の
未
来
二

〇
三
五
』
は
、
労
働
者
保
護
法
で

は
な
く
契
約
自
由
（
民
法
）
で
、

と
い
う
労
働
政
策
の
変
質
・
転
換

を
打
ち
出
し
た
が
、
い
ま
や
そ
れ

が
国
家
意
志
と
し
て
確
定
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
だ
。

昨
年
十
月
、
厚
労
省
に
お
い
て

「
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
検
討

会
」
と
「
雇
用
類
似
の
働
き
方
に

関
す
る
検
討
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。

足
も
と
で
は
、
兼
業
・
副
業
の
解

禁
と
奨
励
（
許
可
制
か
ら
届
け
出

制
へ
）、
雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
が
進
行
中
だ
。
こ
れ
ら
は
、

雇
用
関
係
に
よ
ら
な
い
働
き
方
に

向
け
た
布
石
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

非
雇
用
型
（
自
営
型
）
テ
レ
ワ
ー

ク
は
、
も
ち
ろ
ん
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

な
い
し
個
人
事
業
主
以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
い
。

働
き
方
改
革
法
案
を
上

程
さ
せ
る
な
！

共
産
党
、
立
憲
民
主
党
な
ど
野
党

六
党
は
、
法
案
提
出
見
送
り
を
求

め
て
い
る
が
、
安
倍
政
権
は
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
法
案
を
上
程
せ
ず
、
法

律
の
施
行
時
期
を
一
年
遅
ら
せ
る

な
ど
事
態
を
取
り
繕
い
な
が
ら
時

間
を
か
せ
ぎ
、
世
論
の
動
向
、
野

党
の
足
並
み
を
窺
い
、
機
を
見
て

強
行
可
決
を
目
論
む
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
職
場
、
地
域
を
基

礎
に
学
習
、
宣
伝
を
積
み
重
ね
、

二
〇
一
八
春
闘
の
課
題
、
憲
法
改

悪
阻
止
の
取
り
組
み
等
と
結
び
つ

け
な
が
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
・
産
別
の
違
い
を
乗
り
越
え
た

共
同
の
闘
い
で
、
働
き
方
改
革
関

連
法
案
を
廃
案
に
追
い
込
ん
で
い

こ
う
。

�

【
吉
良　

寛
・
自
治
体
労
働
者
】

働
き
方
改
革
法
案
を
葬
り
去
ろ
う
！

労
働
者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
越
え
た
共
闘
を

おもな内容

朝
鮮
総
聯
本
部
へ
の
銃
撃
テ
ロ
を
糾
弾
す
る
！

日
本
政
府
は
朝
鮮
敵
視
政
策
を
た
だ
ち
に
や
め
よ
！

﹁
闘
い
の
現
場
は
社
前
に
あ
り
﹂
─
─
五
年
半
に
お
よ
ぶ
争
議
で
勝
利
的
和
解

フ
ジ
ビ
闘
争
支
援
共
闘
会
議
第
五
回
総
会
が
開
か
れ
、
労
組
側
の
勝
利
的
和
解
が
報
告
さ
れ
た
。
社
前
の
現
場
闘
争
を
軸
に
し
た
闘
い
が

つ
か
ん
だ
成
果
を
、
こ
れ
か
ら
に
生
か
す
決
意
を
か
た
め
る
全
国
一
般
東
京
労
組
フ
ジ
ビ
グ
ル
ー
プ
分
会
と
支
援
者
︵
関
連
記
事
三
面
︶。

︿
政
治
﹀
２
・
15
労
働
者
集
会
ル
ポ�

２
面

︿
政
治
﹀
朝
鮮
総
聯
副
議
長
談
話
／
フ
ジ
ビ
争
議
和
解�

３
面

︿
大
衆
運
動
﹀
朝
鮮
高
校「
無
償
化
」再
決
起
集
会�

４
面

︿
政
治
﹀
ア
ベ
と
ペ
ン
ス
の
五
輪
赤
恥
道
中  

李
東
埼�

５
面

︿
政
治
﹀
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
明
文
改
憲  

谷
口
源
太
郎�

６
面

︿
文
化
﹀『
藤
田
嗣
治   

そ
の
実
像
を
求
め
て
』
笹
木
繁
男�

７
面

︿
文
化
﹀
紙
つ
ぶ
て
／
革
命
の
芸
術
と
芸
術
の
革
命
㉗�

８
面

☆『
思
想
運
動
』『
社
会
評
論
』の
読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

☆
同
封
の
読
者
紹
介
用
紙
へ
の
ご
記
入
を
！

☆
次
号
か
ら
同
封
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
葉
書
に
ご
協
力
を
！

読
者
拡
大
運
動
が
ス
タ
ー
ト
！


